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COLUMN #1

子どもが不登校となる理由は人間関係や学習の遅れなどさまざまです。不登校の初期は、子どもの中で理性（学校に
行かないといけない）と本能（学校に行きたくない）のギャップが生じ、罪悪感や自己嫌悪感の葛藤が生じて身動き
がとれない状態となります。そして、保護者も同様にストレスを感じています。

この時期に無理に学習に取り組むことは効果につながりません。不登校という状況を受け入れることができ、子ども
の気持ちが学習に向いてきた時に初めて「すらら」は力を発揮します。学校を休んだ期間、学習できなかった期間の
さかのぼり学習をどこからでも始められ、自分に合った学習を実現できるからです。不登校をきっかけに「すらら」
で学習している生徒の多くが「毎日取り組む時間を決めて『すらら』で学習した」と話しています。取り組んだ単元
や問題の詳細、学習時間、掲げた目標に対する達成率などがすべて記録される「すらら」だからこそ、自宅学習のペー
スメーカーとして生徒、保護者に寄り添うことができるのです。子どもの気持ちが勉強や学校復帰に向いてきた時に、
必要な学習に取り組むことができるよう、すららネットはサポートしています。

不登校の子どもが「すらら」で学習するタイミング

平均学習時間が大幅増加 ※1 ※2 

出席扱い制度認定数 ※3 

すらら利用が  　 　 　 　 　  

132 /190 件（認定率：約70% )

KPI DATA

※1. 2019 年 1月から 2020年 12 月までの家庭学習サービス利用者で
不登校生 1,596 名の学習データから算出。

※2. 2020 年は新型コロナウィルスの影響で自宅学習時間が促進され
た可能性がある

※3. 2019年1月から 2021年2月までに出席扱い制度認定の有無を計
測できた件数のみを集計

※4. 10 段階評価で参加前後の変化の度合いを集計。1 は参加前と変
化なし、10 は参加前よりとても出来るようになった

また、保護者のほめビリティ講座参加前後におけ
る｢子育てで出来るようになったこと｣の変化を10
段階評価でヒアリングしたところ、①｢子どもの行
動の客観的分析｣、②｢できることを認め褒める｣、
③｢子どもの気持ちの理解｣がそれぞれ 10 段階中、
平均で 7 得点、④｢子どもと一緒にいるときの楽し
さ｣が平均で 8 得点のアンケート回答となった。 

不登校の子どもの
中期　　　アウトカム 長期アウトカム

22. 親子の関係が
良好になる

21. 親の、子どもへの
コミュニケーション
スタイルが変わる

9. 学力の
向上が子どもの
自信に繋がる

23.勉強に気持ちが向か
ない子どもの気持ちが
勉強に向く　　　　　

11. 子どもが、生きる
力を身につける

子

12. 子どもの将来の
選択肢が広がる

子

13. 子どもが、希望する
進路を選択できる

子

14. 子どもが、希望する
職業に就ける

子 15. 子どもが経済的に
自立する

子

16. 格差が是正される

子

子

10. 子どもが
学校に復帰し
卒業する

子

子

子

子

8. 子どもの学力が
向上する

子

親

親

親

1.に繋がる

2.に繋がる

1.に繋がる

主な受益者 … 子ども  　　… 親親子

1ヶ月目が

12ヶ月目は

24ヶ月目は

約 6.0時間
約 7.5時間 ( 1.26 倍)

約 15.3 時間 ( 2.58 倍)












